
開
会
式
で
井
原
公
民
館
の
平

川
館
長
は
「
地
区
対
抗
種
目
で

は
ケ
ガ
の
無
い
よ
う
に
頑
張
っ

て
下
さ
い
」
、
続
い
て
井
原
小

学
校
の
奥
田
校
長
は
「
こ
ど
も

１
１
０
番
や
見
ま
も
り
隊
な

ど
、
平
素
か
ら
の
ご
支
援
に
感

謝
し
ま
す
」
な
ど
と
挨
拶
。
井

原
小
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
皮
切

り
に
演
技
に
入
っ
た
。

午
前
中
は
幼
稚
園
児
の
踊
り

や
小
学
生
ら
の
リ
レ
ー
と
い
っ

た
学
校
関
係
の
種
目
を
中
心
に

行
わ
れ
、
倉
掛
の
子
供
た
ち
も

元
気
に
出
場
。
テ
ン
ト
に
陣
取

っ
た
家
族
か
ら
盛
ん
な
声
援
が

送
ら
れ
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
種
目
の

「
あ
な
た
と
二
人
で
」
で
、
後

半
追
い
上
げ
た
倉
掛
は
八
チ
ー

ム
中
四
位
と
健
闘
し
た
。

昼
休
み
に
入
っ
て
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
水
が
溜
ま
る
ほ
ど
強
い
雨

が
降
り
結
局
、
午
後
の
演
技
は

中
止
。

倉
掛
自
治
連
合
会
の
川
相
益

一
会
長
と
谷
和
政
福
祉
体
育
部

長
は
「
せ
っ
か
く
準
備
を
し
て

頂
い
た
運
動
会
だ
っ
た
の
に
残

念
で
す
」
と
話
し
て
い
た
。

毎
月
第
二
土
曜
日
は
資
源
の

日
。
ゴ
ミ
の
有
料
化
が
迫
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
六
月
十

三
日
に
は
住
民
の
多
く
が
古
紙

や
古
着
を
市
役
所
南
駐
車
場
な

ど
、
指
定
さ
れ
た
集
積
所
へ
持

ち
込
ん
だ
。

四
月
か
ら
倉
掛
夏
目
を
モ
デ

ル
地
区
と
し
て
始
め
た
廃
食
油

の
回
収
は
こ
の
日
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
に
入
れ
ら
れ
た
八
本
。
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
へ
の
リ

サ
イ
ク
ル
が
可
能
と
の
ふ
れ
こ

み
で
、
持
参
量
は
徐
々
に
増
え

て
い
る
。

倉
掛
と
夏
目
に
あ
る
計
五
カ

所
の
暗
渠
清
掃
が
六
月
七
日
、

消
防
団
第
３
部
（
平
川
貴
章
部

長
）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

道
路
を
横
切
る
暗
渠
は
一
般

住
民
の
手
に
負
え
な
い
こ
と
か

ら
、
放
水
に
よ
る
水
圧
清
掃
を

毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
。
こ

の
ほ
か
一
般
道
に
点
在
す
る
消

火
栓
の
標
示
で
、
色
が
薄
く
な

っ
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
黄
色

の
塗
料
を
施
し
た
。

倉
掛
地
内
全
域
で
実
施
さ
れ

た
溝
掃
除
の
土
砂
回
収
が
六
月

七
日
、
自
治
連
合
会
役
員
や
各

組
自
治
会
長
の
協
力
で
行
わ
れ

た
。今

年
か
ら
土
砂
を
Ｐ
Ｐ
の
土

の
う
袋
へ
入
れ
た
ま
ま
市
の
処

分
場
へ
持
ち
込
む
こ
と
が
禁
止

さ
れ
た
。
こ
の
た
め
地
中
で
自

然
分
解
す
る
麻
袋
の
使
用
を
検

討
。
し
か
し
、
費
用
が
四
倍
か

か
る
こ
と
か
ら
断
念
し
結
局
、

袋
に
入
っ
た
状
態
で
荷
台
へ
乗

せ
て
か
ら
土
砂
を
取
り
出
す
方

法
を
と
っ
た
。

回
収
作
業
は
午
前
八
時
か
ら

四
台
の
車
両
を
使
っ
て
行
わ

れ
、
三
時
間
で
約
４
㌧
の
土
砂

を
搬
送
し
た
。

倉
掛
公
園
と
小
田
川
堤
の
清

掃
奉
仕
活
動
が
五
月
十
七
日
午

前
八
時
よ
り
行
わ
れ
、
関
係
者

約
五
十
人
が
参
加
し
た
。

少
年
団
員
ら
は
公
園
の
草
を

抜
い
て
ゴ
ミ
袋
へ
入
れ
る
作
業

な
ど
を
行
い
、
男
性
の
育
成
会

員
は
小
田
川
堤
約
４
０
０
ｍ
の

斜
面
に
生
え
た
雑
草
を
草
刈
機

で
刈
り
取
っ
た
。

午
前
十
一
時
頃
に
は
事
故
無

く
す
べ
て
の
作
業
を
終
了
。
育

成
会
の
山
元
会
長
は
「
皆
さ
ん

お
疲
れ
さ
ま
。
九
時
頃
に
雨
が

降
り
出
し
た
と
き
は
ど
う
な
る

こ
と
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
小

雨
に
な
っ
た
の
で
助
か
り
ま
し

た
ね
」
と
話
し
て
い
た
。

こ
の
日
は
自
治
連
合
会
の
六

人
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
草

刈
り
に
加
わ
っ
た
。
同
会
で
は

平
成
十
三
年
当
時
、
自
治
連
合

会
長
だ
っ
た
中
島
順
三
さ
ん
が

「
少
子
化
で
団
員
や
育
成
会
員

が
減
っ
て
い
る
。
労
力
を
要
す

る
活
動
に
つ
い
て
支
援
を
し
て

は
ど
う
か
」
と
呼
び
掛
け
、
今

日
に
至
っ
て
い
る
。
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倉 掛 自 治 連 合 会
井原市井原町倉掛
会 長 ／ 川 相 益 一

〈 編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会
倉 掛 婦 人 会
倉 掛 少 年 団 育 成 会
消防井原分団第３部

（１）

倉掛自治会 http://www.ibara.ne.jp/~kurakake/

「
チ
ー
ム
を
信
じ

深
ま
る
絆

み
ん
な
の
力
で

優
勝
だ
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
第
十
回
井
原
町
大
運
動
会
（
井
原
公

民
館
・
井
原
小
学
校
・
井
原
幼
稚
園
主
催
）
が
五
月
二
十
四

日
、
井
原
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か
れ
た
。

第10回井原町大運動会

事業主が他地区に居

住している法人等の自

治会費集金が５月１５

日に行われ、全事業所

の協力を得た。

倉掛地内には、これ

に該当する事業所が約

５０あって例年５月、

自治連合会役員が手分

けをして事務所等を訪

問。溝掃除の依頼をは

じめ、不明な点や要望

があれば相談に乗る機

会としている。

今回は「自治会費の

二重払いでは？」との

問い合わせが一件あっ

たが、調査の結果、問

題はなかった。

事

業

所

自
治
会
費

溝 掃 除

６年山岡友紀君

井
原
小
全
校
生
徒
に
よ
る
ボ
ー
ル
運
動

消
防
団
第
３
部

資源の日

少 年 団
清掃作業

５－２組村上達也さん桂子さん夫妻



 

倉
掛
少
年
団
の
春
季
資
源
回

収
が
六
月
七
日
、
団
員
や
育
成

会
員
ら
総
勢
約
六
十
人
に
よ
っ

て
行
わ
れ
た
。

今
回
も
集
積
会
場
は
井
原
市

役
所
南
駐
車
場
。
午
前
八
時
に

は
全
員
が
集
合
し
、
育
成
会
の

山
元
幸
治
会
長
か
ら
「
事
故
に

気
を
付
け
て
頑
張
り
ま
し
ょ

う
」
と
注
意
を
聞
き
、
作
業
に

移
っ
た
。

団
員
ら
は
担
当
区
域
ご
と
に

分
か
れ
、
育
成
会
役
員
が
運
転

す
る
十
台
の
ト
ラ
ッ
ク
へ
分
乗

し
て
、
各
家
の
前
に

出
さ
れ
た
古
新
聞
や

古
雑
誌
、
ア
ル
ミ
缶

な
ど
を
次
々
と
回
収

し
た
。

家
庭
ゴ
ミ
の
有
料

化
で
住
民
の
関
心
度

が
高
ま
っ
て
い
る
せ

い
か
、
今
回
の
回
収

量
は
こ
と
の
ほ
か
多

く
、
午
後
一
時
近
く

ま
で
積
み
込
み
に
汗

を
流
し
た
。

２
０
０
９
井
原
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
同
好
会
リ
ー
グ
が
井
原
小
学

校
で
五
月
三
十
一
日
、
井
原
町

内
の
八
チ
ー
ム
を
集
め
て
開
幕

し
、
倉
掛
は
初
戦
の
夏
目
を
14

対
３
で
下
し
て
白
星
ス
タ
ー
ト

を
切
っ
た
。

試
合
は
一
回
裏
、
倉
掛
が
二

死
か
ら
の
連
打
で
４
得
点
を
あ

げ
、
試
合
の
主
導
権
を
握
っ

た
。
二
回
表
、
倉
掛
は
井
原
分

団
長
を
務
め
る
夏
目
の
主
砲
岡

本
博
文
選
手
の
ソ
ロ
ホ
ー
ム
ラ

ン
で
１
点
を
与
え
た
が
、
ベ
テ

ラ
ン
川
相
投
手

を
軸
に
手
堅
く

守
り
、
後
続
を

断
っ
た
。

勢
い
に
乗
る

倉
掛
は
四
回
に

打
者
一
巡
の
猛

攻
撃
で
10
点
を

追
加
。
五
回
表

の
反
撃
を
２
点

に
抑
え
て
一
年

半
ぶ
り
に
夏
目

か
ら
勝
利
を
挙
げ
た
。
（
試
合

は
五
回
時
間
切
れ
終
了
）

山
本
勝
己
監
督
は
「
今
季
か

ら
13
の
２
組
佐
藤
利
博
さ
ん
が

新
戦
力
に
加
わ
り
さ
っ
そ
く
の

活
躍
。
す
べ
て
が
う
ま
く
い
っ

た
試
合
で
す
」

と
振
り
返
っ
て

い
た
。

次
回
は
六
月

二
十
八
日
、
芳

井
町
明
治
ご
ん

ぼ
う
村
で
午
前

九
時
か
ら
下

町
、
同
十
時
か

ら
Ｖ
Ｉ
Ｐ
と
対

戦
予
定
。
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6/20  ごみ有料化出前講座
6/21  井原学区少年団球技大会
6/24  いきいきサロン交流会
6/28  井原ソフトボールリーグ

倉掛－下町 倉掛－ＶＩＰ
7/ 5  消防団第３部試運転日
7/11  古紙・古着等回収

午前７時30分～９時
7/12  井原ソフトボールリーグ

倉掛－岩野 倉掛－中町
7/18  自治連合会防犯パトロール
7/20  ラジオ体操 7/20～8/2

（7/25～26は休み）
午前６時30分～郷社

7/25～26 倉掛少年団キャンプ
広島県帝釈峡

8/ 1  井原市夏まつり
8/ 2  倉掛少年団・倉掛公園清掃
8/ 2  井原市納涼花火大会
8/14  井原町盆踊り大会（井原小）
9/ 6  井原町敬老会
9/20～21 石鎚登山 （山岳同好会）

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆倉 掛 ほ っ と 情 報
■ごみ有料化出前講座

日時：平成21年6月20日（土）19：00～

場所：市民活動センター（つどえ～る）

講座：ごみ袋有料化につき

家庭ごみの分別の仕方

講師：市環境課 谷井課長補佐ほか

◎「保存版 ごみの正しい分け方・出し方

ガイド」を必ず持参のこと。

■石鎚山登山ツアーのご案内

山岳同好会が石鎚登山の参加者を募集して

います。希望者はお申し込み下さい。

とき：９月20日（日）～21日（月）

石鎚神社本社（泊）

会費：大人 15000円 小学生 14000円

申込：谷（62-1990）渡辺建材（62-1448）

倉掛１３－３組坂本保男さんの趣味は木工芸

（写真上）。合板を一切使用せず、自然の美しい

木目の組み合わせや繊細な仕上げが見る人の目

を奪う。長年の建築業で培った腕とセンスを生

かして平成１９年４月から作り始め、これまで

に約２５０点を完成させた。その一部は市民活

動センター（つどえ～る）へも飾られている。

倉掛ソフトボール同好会

会長 渡辺 進 選手 倉橋 一郎

監督 山本 勝己 〃 瀬藤 智弘

会計 松井 憲司 〃 谷 和政

総務 細羽 正敏 〃 森 吉生

選手 原田 明 〃 西山 津好

〃 田中 博 〃 小川 泰之

〃 西村 敏明 〃 山岡 秀男

〃 長尾 謙治 〃 佐藤 利博

〃 田中 利治 〃 山元 幸治

〃 妹尾 一成 〃 塚村 秀司

〃 川相 益一 〃 黒崎 英夫

〃 山口 政春 〃 松井 千絋

選手名 打 安 点

⑤ 山岡 秀男 ４ ３ １

④ 田中 利治 ４ ２ ０

⑧ 山元 幸治 ３ ２ ４

② 西山 津好 ４ ３ ２

③ 谷 和政 ２ ２ ３

⑥ 塚村 秀司 ２ ０ ０

⑦ 黒崎 英夫 ２ １ １

⑨ 佐藤 利博 ３ ２ ２

① 川相 益一 ３ ２ １

13-3組 坂本 保男さん

私の趣味

木工芸作品は２５０点

今
春
に
倉
掛
13
の
２
組
へ
引
っ
越
し
た
佐
藤
利

博
選
手
は
３
打
数
２
安
打
２
打
点
と
活
躍

▲

面白そうなマンガに視線は釘付け…

皆様には大変

お世話になり

ました。


